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要 旨

























































ことを目的に行った （ 年 月）では，










度は， ％未満を（ ）， ％以上 ％未満を（ ），





















































．訓練第 期（ 年 月から 年 月，計
回）
）方法
















ル化し， サイズ シートに 個（サイズ
）貼り付けシンボルボードを作成した．シ





個，食物 個，体 個，電化製品 個，動き 個，
















































































た．表 中の表記で（ ）は正しい選択，（ ）は誤っ
た選択を示している．患児の必要な語彙を選定し，
ボード化した結果，フリートークは，ボード使用場
面 回中 回（ ％）に正しい選択ができた．


















































































































単音および 連続構音に加え， プー 単音の発話
長を 種類（長い プー 単音，短い プー 単音）
の獲得訓練を実施することにより，サインとしての
プー を 種類に確定することを目標としたい。
さらに，サインとしての プー を 種類に確定
できれば，図 に示したようなマトリックス構成に



























と について．日本小児整形外科， （ ）
， ．
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